






 

 われわれは実験的に母指奇形を誘発させ,その変異を観察するとともに,教室

の過去 14 年間の母指奇形症例と比較し,母指奇形の成立機転について考察した。 

 実験方法はJCL-ICR系マウスを用いて,体重1kgあたり20mgの 5-FUを腹腔内

注射し,妊娠 18 日目に胎仔を開腹摘出し,また一部については出産させ,得られ

た奇形個体を3群,すなわち第1群は骨,軟骨染色透明標本を作成し,第2群はソ

フテックス V線像を,第 3群は組織標本を作製して観察した。 


